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事業化の概要

及び

期待される成果

我が国の農畜産業は近年の化石燃料価格高騰が、経営を圧迫する要
因となっている。一方で、家畜排せつ物は堆肥などとして農地に還元され
てきたが、耕地面積の減少、畜産農家の規模拡大などにより需給バラン
スが崩れつつある。

本試験研究は家畜排せつ物を燃料化する装置及びこれを利用するボイ
ラー等を開発し、化石燃料の代替として利用する事業を創出するものであ
る。

これにより、畜産環境問題及び燃料価格高騰問題の緩和に寄与するこ
とが期待される。

試験研究課題概要

化石燃料 製材廃材、剪定枝、
間伐材等の木材

牛、鶏、豚等
家畜余剰排せつ物

バイオマスを用いて化石燃料に代わるエネルギー生産法を確立する

産業廃棄物としての処理
＝費用がかかる

価格上昇による経営への影響余剰堆肥の発生・臭気等の問題

研究項目②
木質微細紛体の製造技術の開発
と安定供給システムの確立

研究項目①
家畜排せつ物燃料化装置の開発

研究項目⑤
豚舎暖房用
給湯システムの開発

家畜排せつ物燃料化装置による燃料化

製材廃材、剪定枝、
間伐材等の木材

木質微細粉体

家畜排せつ物

家畜排せつ物の燃料化とその利用方法

研究項目④
ハウス暖房用
小型バイオマス
温水ボイラーの開発

粉体製造機

複合バイオマス燃料カセットサイロ

研究項目③
複合バイオマス燃料輸送方式の確立

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用複合バイオマス燃料

ハウス農家へ
定期的に輸送


